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(第42号)

特

輯

･
岬

社
会
保
険
労
務
士
関
係
諸
法
令
講
習
会
開
催

に
就
い
て
を
!
企
画
よ
り
講
習
会
開
催
日
ま
で

第
5
回
労
務
部
会
常
任
幹
事
会

(支
部
長
会
合
同
会
議
)

日

時

昭
和
43
年
8
月
留
日

午
後
ー
時

と
こ
ろ

札
幌
市
南
3
条
西
5
丁
目

三
川
屋
会
館

報
…
出
席
者

会
【

0
労
務
部
会
側

士

藤
山
部
会
長
、
中
川
副
部
会
長
、
高
田
幹
事
長

書

常
任
幹
事
:
:
:
遠
藤
、成
田
、大
淵
、渡
辺
駒
、日
向
寺

会
計
ー
!
浦

野

政

会
計
監
査
::
:有

馬

行
閃

0
支
部
長
倒

置
~

黒
島
、
細
井
、
伏
見
、
灰
原
、
今
村
、
荒
、
中
沢
･

｣海

藤
沢
、
村
瀬
、
森
ロ

ヒ

○
事
務
局
!ー
2
人

‐]

議

案

社
会
保
険
労
務
士
法
の
具
体
策
検
討
に
つ
い
て

ー
、
社
会
保
険
労
務
士
法
附
則
2
の
検
討
、
資
格
取
得

の
要
件
と
し
て
一
定
講
習
受
講
の
含
み
が
あ
る
と
の

こ
と
に
就
い
て
種
々
審
議
し
た
結
果
講
習
会
を
開
催

す
る
こ
と
に
決
定
。

日

2
、
労
務
部
会
最
終
の
時
期
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
た
が

目
“
2

更
に
部
会
の
役
員
会
で
決
定
し
た
方
が
適
当
だ
と
の

年

結
論
を
得
。

昭和43年12月 泊』

、

労
働
基
準
局
監
督
課
長
-
-吉

岡

弘

美
先
生

状

‐況午
前
8
時
よ
り
受
付
開
始
、
金
道
各
地
よ
り
研
修
の
意

気
に
燃
ゆ
る
会
員
続
々
来
場
し
て
5
カ
所
に
設
け
た
受
付

も
大
多
忙
、
受
講
票
の
交
附
、
研
究
資
料
を
受
け
て
大
会

場
に
入
る
。
さ
し
も
の
大
会
場
も
決
し
の
感
。
前
日
よ
り

(第42号)

来
札
投
宿
の
人
、早
朝
よ
り
来
場
受
付
を
待
つ
人
、四
百
有

余
の
受
講
会
員
は
益
々
講
習
会
の
意
気
を
盛
り
立
て
る
。

秋
雨
の
降
る
初
目
と
は
い
え
、
万
難
を
排
し
て
の
研
修

意
欲
、
胆
に
銘
ず
る
も
の
を
感
ず
る
。
大
会
場
正
面
に
は

墨
痕
鮮
や
か
に
横
一文
字
｢社
会
保
険
労
務
士
関
係
諸
法

令
講
習
会
｣、
又
本
臼
の
講
師
先
生
と
講
習
科
目
の
掲
紙

一
、
日

時

昭
和
43
年
中
月
芻
日
z
斜
日

(4
日
間
)

-、
と
こ
ろ

札
幌
市
北
4
条
西
6
丁
目

北
海
道
自
治
会
館

ア
カ
シ
ヤ
の
間

‐午
前
9
時
:
;
!
日
向
寺
司
会
者
の
進
行
に
よ
り
開
会
宣

言
、
北
海
道
行
政
書
士
会
渡
辺
会
長
の
挨
拶
、
藤
山
労
務

部
会
長
の
社
会
保
険
労
務
士
法
の
解
説
、
続
い
て
講
師
の

紹
介
直
ち
に
講
義
に
入
る
。
満
場
声
な
く
マ
イ
ク
の
轡
も

高
ら
か
に
講
義
の
音
声
の
み
、
メ
モ
を
取
る
、
資
料
に
引

く
ラ
イ
ン
、
熱
心
に
聴
き
入
る
状
況
は
午
前
の
日
程
も
短

か
く
午
前
の
都
午
後
の
部
と
続
き
午
後
5
時
初
日
終
了
。

殆
ん
ど
市
内
に
投
宿
2
日
目
を
待
つ
。

書
土
会
に
入
会
し
て
い
る
行
政
書
士
は
、
第
3
条
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
保
険
労
務
士
と
な
る
資

格
を
有
す
る
。
但
し
法
律
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て

ー
年
以
内
に
主
務
大
臣
の
免
許
を
申
請
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
期
間
内
に
免
許
の
申
請
を
し
な
い

場
合
は
資
格
を
失
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

は
ご
承
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ

札
幌
市
大
通
西
m
丁
目

第
一
ホ
テ
ル

出
席
者

渡
辺
会
長
、
藤
山
、
佐
藤
、
竹
原
!
!副
会
長
、

梶
井
企
画
部
長

真
貝
、
高
島
}
荒
、
後
藤
:
!
!
企
画
部
員

高
田
、
成
田
:
!
オ
ブ
ザ
ー
バ
l
と
し
て
。

議

事
ー
、
企
画
部
強
化
に
つ
い
て

2
、
報
酬
額
運
用
表
作
成
に
つ
い
て

企
画
部
で
基
本
的
な
も
の
を
作
成
す
る
こ
と
。

3
、
会
報
発
行
に
つ
い
て

企
画
部
で
発
行
す
る
も
の
で
、
編
集
も
部
で
責
任
を
持

つ
o

4
、
社
会
保
険
労
務
士
関
係
諸
法
令
の
講
習
の
件

一
定
講
習
の
開
講
は
企
画
部
で
立
案
計
画
し
て
10
月
中

に
開
催
す
る
。

･
リ
ム

幹
事
長

常
任
幹
事

高

田

敏

一
氏

成

田

正

幸
氏

会
場
、
受
講
人
員
の
出
欠
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
集

計
す
る
こ
と
o

◎
9
月
11
日
:
:
:
講
習
会
開
催
に
就
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
全

会
員
に
郵
送
。

講
習
会
に
関
す
る
打
合
せ
会

日

時

昭
和
43
年
9
月
18
日

午
後
4
時

と
こ
ろ

札
幌
市
大
通
西
6
の
6

本
会
事
務
財

出
席
者

渡
辺
会
長
、
犬
飼
総
務
部
長
、
藤
山
副
会
長
、
梶
井

企
画
部
長
、
高
田
労
務
部
会
幹
事
長
、
成
田
労
務
部

会
常
任
幹
事
、
事
務
局

2
人

議

事
先
日
の
ア
ソ
ケ
1
ト
を
集
計
し
た
結
果
講
習
会
の
開
催

会
場
は
、
札
幌
市
の
希
望
者
が
過
半
数
を
得
た
こ
と
を
確

認
、
準
備
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
。

◎
労
働
法
令
関
係
講
習
会
の
案
内
状
会
員
に
発
送
。

◎
10
月
乾
日

労
務
部
会
長

藤

山

利

夫
氏

〔乙

北
海
道
労
働
基
準
局
、
北
海
道
民
生
部
、
北
海
道
労
働

部
を
訪
問
し
講
師
派
遣
方
を
懇
請
し
た
。

｢社
会
保
険
労
務
士
関
係
諸
法
令
講
習
会
｣

第
1
日

(ゆ
月
芻
日

午
前
10
時
ご
午
後
5
時
)

9
時
!
開
会
の
挨
拶
!!:北
海
鈍
新
政
贈
士
蛤

機
吉

9
時
10
分
;
社
会
保
険
労
務
士
法
に
つ
い
て

同
{
労
務
部
会

労
働
、
厚
生
両
省
の
推
理
に
よ
る
本
会
が
自
主
的
に

行
な
う
講
習
会
で
あ
り
ま
す
。
講
師
の
先
生
方
は
労

働
基
準
局
、
北
海
道
庁
の
課
長
級
の
そ
の
道
の
達
人

ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
社
会
保
険
労
務
士
の
免
許
申

請
に
際
し
、
こ
の
講
習
会
を
受
講
し
た
こ
と
を
証
す

る
終
了
証
写
、
本
会
会
長
よ
り
の
本
会
会
員
で
あ
る

こ
と
の
証
明
書
を
添
附
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
最
終
日
の
31
日
に
は
本
講
習
会
の
参
観
の

た
め
日
行
連
会
長
の
ご
来
臨
を
願
う
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
社
会
保
険
労
務
士
と
し
て
中
小
企
業

者
よ
り
充
分
信
頼
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
極
め
て
多

忙
な
る
折
り
4
日
間
に
亘
る
長
時
間
で
は
あ
り
ま
す

が
業
務
の
研
修
に
当
ら
れ
る
よ
う
希
望
い
た
し
跳
し

て
開
催
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

第
2
日

(
29
日

午
前
9
時
ご
午
後
5
時
)

9
時
之
正
午

労
働
者
災
害
保
険
法
に
つ
い
て

北
海
道
労
働
基
準
局

労
災
管
理
課
長

鈴
木

清
司
先
生

午
後
ー
時
2
5
時北
海
道
労
働
部

失
業
保
険
課
適
用
主
任

佐
藤

明
弘
先
生

同

給
付
係
長

金
野

寿
明
先
生

同

収
納
係
長

熊
木

梅
雌
先
生

第
3
日

(午
前
9
時
と
午
後
5
時
)

健
康
保
険
法
に
つ
い
て

北
海
道
民
生
部

総
務
係
長

小
元

静
夫
先
生

第
4
日

(31
日

午
前
9
時
と
午
後
3
時
)

厚
生
年
金
法

日
雇
労
働
者
健
康
保
険
法
に
つ
い
て

北
海
道
民
生
部

社
会
保
険
審
査
官

林

公

藷
先
生

･
““
、
.･‘“-
““
、‘
“'
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会 長、部
会 長 よ り の 感 謝 状

漱讓
!

!

牌

副

幹

常

男

一
潔

幸

雄

博
郎

蔵

幸
郎

八

悦

敏

正
幸

歓
駒
正
轄
伊

川

田

藤

田
家
淵

村

辺
寺

島

山

‘

向

中

高
遠

成

氏
大

今
渡

日
黒
松

事

計

査

"

"

"

"

"

"

"

幹

会

監

二

三

工
郎

男

勇

蔵

規

治

郎

昭

輝

撒
春

半
尚
範
陛

金

中

井

川

田

見

上

野

馬

井

捻

畠

村

石

豊

伏

井

浦

有

細

罐
川罐
掛

関
川
洲
離
隔
闇
腕
稲
認
浅川
膿
脂
雌
川
輻
離
洲
艇
肥
輻
弱鵜
澤
競
願
厨
川
鯰
計麒
榔蝸
購
川
副
爛
熟
諾附
き艶
譫
言
灘
協議
鴻
尋
琺磁
詩
認
諾
鰤
三
拝

祝
辞

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
長

橋

本

雄

晴
先
生

只
今
ご
照
介
に
預

り
ま
し
た
日
本
行
政

書
士
会
連
合
会
長
の

橋
本
で
あ
り
ま
す
。

北
海
道
会
は
強
制
会

と
し
て
発
足
以
来
現

な
っ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
か
か
る

立
派
な
会
に
所
属
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
羨
や
ま
し
い
次

-

第
で
あ
り
ま
す
。
本
日
北
海
道
会
に
於
い
て
社
会
係

‐

険
労
務
士
法
公
布
に
当
り
関
係
法
規
の
講
習
会
を
4

上
野
間
に
亘
り
行
な
ぅ
か
ら
最
終
日
に
会
場
へ
顔
を
粃

○
根
室
支
部
会
員
井
上
半
蔵
氏
よ
り
可
重
な
る
謝
辞
あ
り
。

受
講
会
員
、受
賞
者
を
代
表
し
て
、講
習
会
開
催
に
対
し

主
催
者
の
労
に
恩
を
い
た
し
受
講
者
一
同
は
本
講
習
会
で

得
た
知
識
を
基
礎
に
し
て
立
派
な
労
務
士
に
な
る
覚
悟
を

波
歴
し
、更
に
表
彰
状
、感
謝
状
ま
で
い
た
だ
く
光
栄
に
浴

し
主
催
者
の
ち
密
な
配
慮
に
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
た
。

閉
会
の
こ
と
ば

副
会
長
･労
務
部
会

会
長

藤
山
利
夫
先
生

会
員
の
皆
様
に

ま
･
4
日
間
に
亘
り

30
時
間
の
長
い
時
間

を
終
始
熱
心
に
受
講

さ
れ
、
大
変
お
疲
れ

の
こ
と
と
存
じ
ま

ず
。
ま
た
講
師
諸
先

生
に
は
公
務
の
お
忙

し
い
中
を
吾
々
行
政

書
士
、
特
に
近
く
社

会
保
険
労
務
士
と
な

る
者
に
対
し
て
関
係

法
令
の
充
分
な
知
識

申
し
上
げ
ま
す
。
宗
…る
掟
月
初
め
に
｣社
金箔
体
験
労
務
“

　
　
　

と
能
力
を
与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
お
礼

0
午
後
3
時
よ
り
左
記
の
大
願
に
よ
り
開
講
式
を
行
な
う
。

(第42号)

式

次

第

て
受
講
証
書
授
与

二
、
表
彰
状
の
授
与

三
、
感
謝
状
の
贈
呈

四
、
祝

辞
:
:
↓
目
行
連
会
長

橋
本

五
、
謝

辞
:!
受
講
者
、
受
賞
代
表

根
室
支
部
会
員

井
上

六
、
閉
会
の
こ
と
ば

雌
指
先
生

半
歳
氏

労
務
部
会
長

藤
山

利
夫
先
生

支 部 代 表 者 役 名

幌
館
搏
知
川
湖
谷
走
蘭
高
騰
路
室

札
函
小
空
旭
留
宗
網
室
日
十
鍋
根

克
雄
郎
郎
蔵
造
三
雄
郎
幸
茂
清
歳

三
太

次

半

享
康
伊
竜
胸
栄
輝
武
常
正

仲
井
村
辺
沢
中
沢
川
寺
瀬
沢
上

向

星
小
細
今
波
中
畠
藤
石
日
村
大
井

長

長

長
長
長
長
事
長
長
長
事

郡
部
同
郷
部
郊
部

郊
部
郊

副

支

副
支
副
支
幹
副
支
副
幹
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○
受
講
証
書
授
与
の
方
法
は
各
支
部
代
表
者
に
授
与
し
受
付

所
に
て
各
人
に
手
渡
す
。

支
部
代
表
者
は
次
の
通
り
。

昭和43年12月 1日

戯
螢
賤

肋
田

田

風
高

成

会

会
長

縛

解
罐
/聡

高 田 敏 一

成 田 正 幸

鰍

愛

蹴
幹

肋
藤
鍬
跡
部

局

銀
/
鰯 加 藤 幹 愛

事務局員 武 田 幸 子

0
表
彰
状
、
感
謝
状
の
受
賞
者

社
会
保
険
労
務
士
法
怨
関
す
る
労
働
諸
法
令

講
習
会
に
掛
け
る
質
疑
応
答
集
録

一
労
働
基
準
法
関
係

一

問

労
働
者
の
賃
金
等
請
求
権
を
そ
の
労
働
者
の
債
権
者
は
民

法
上
の
代
理
請
求
が
で
き
る
か
。

答

法
第
二
十
四
条
に
直
接
労
働
者
に
そ
の
全
額
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
り
、
又
法
第
五
十
九
条
に
親
権
者
又

は
後
見
人
、
委
任
を
受
け
た
任
意
代
理
人
等
に
支
払
う
こ
と

は
本
条
違
反
と
あ
る
。
但
し
使
い
の
者
に
支
払
う
こ
と
は
差

支
な
い
。
(昭
二
三
、
三
、
四
、
基
収
第
四
〇
九
三
号
)

一
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法

一

問

法
第
百
十
六
条
及
び
労
災
法
第
四
十
五
条
の
無
料
証
明
に

つ
い
て
札
幌
市
に
於
て
戸
籍
事
務
証
明
を
求
め
た
と
こ
ろ
証

明
料
を
徴
収
さ
れ
た
が
ど
う
し
て
か
。

答

窓
口
に
て
各
同
法
に
依
る
無
料
証
明
に
関
す
る
分
と
明
確

に
云
わ
な
い
と
一
般
証
明
料
扱
と
し
て
徴
収
さ
れ
る
。

問

労
災
法
で
云
う
賃
金
総
額
と
は
何
々
か
。

窓
口
同
法
第
二
十
五
条
に
明
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
労
働
の
対

債
と
し
て
支
払
う
名
称
の
如
何
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
も
の
を

云
う
。

間

保
険
成
立
届
は
開
始
の
日
五
日
以
内
に
届
け
る
と
あ
り
七･

ず
が
、
数
年
前
か
ら
事
業
を
行
な
っ
て
い
た
事
業
所
は
何
年

前
ま
で
遡
の
ぼ
る
か
。

谷

強
制
適
用
の
場
合
で
あ
れ
ば
二
年
前
ま
で
遡
る
の
が
原
則

で
あ
る
。

問

法
人
の
製
菓
工
場
の
社
長
は
工
場
長
業
務
、
妻
は
取
締

役
、
長
男
、
三
男
は
従
業
員
で
あ
っ
て
就
業
時
間
、
賃
金
の

算
定
、
支
払
方
法
そ
の
他
一
切
一般
従
業
員
と
取
扱
い
が
同

一
で
あ
る
が
労
災
法
の
適
用
を
う
け
ら
れ
る
か
。

答

○

法
人
団
体
、
組
合
の
代
表
者
又
は
執
行
機
関
た
る
者

の
如
く
事
業
主
体
と
の
関
係
に
於
て
使
用
従
属
の
関
係

に
立
た
な
い
者
は
労
働
者
黍ゞ
ば
い
っ

昭̂
二
三
、
一
、

九
、
基
発
第
一
四
号
)

但
し
代
表
権
を
持
た
な
い
者
が
工
場
長
或
い
は
0
0

部
長
と
云
う
職
に
あ
っ
て
役
員
報
酬
で
な
く
給
料
と
し

て
支
給
さ
れ
労
働
力
の
提
供
者
で
あ
れ
ば
労
働
者
で
あ

る
。

(昭
二
三
、
三
、
一
七
、
基
発
第
四
六
一
号
)

②

同
居
の
親
族
は
法
人
の
場
合
は
適
用
該
当
す
る
が
個

人
営
業
の
場
合
は
使
用
者
(法
第
十
条
)
と
な
る
の
で

該
当
し
な
い
。

問

労
災
法
第
三
条
第
四
項
の
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
外
労

基
法
第
八
条
第
一
号
か
ら
第
十
七
号
の
事
業
で
あ
っ
て
政
令

で
指
定
す
る
も
の
と
あ
る
が
何
か
。

答

労
働
総
覧
の
五
九
五
頁
、及
五
九
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
っ

問

同
法
第
二
十
三
条
一
項
の
四
号
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
a
ソ

に
関
す
る
施
設
と
あ
る
が
道
内
は
ど
}毒
し
あ
る
か
。

答

美
唄
、
岩
見
沢
、
釧
路
の
各
労
災
病
院
で
あ
る
。

問

生
計
維
持
に
関
係
の
な
い
戸
籍
上
の
妻

(
A
)
と
別
居
し

内
縁
関
係
の
女

(B
)
と
生
計
を
営
ん
で
い
る
夫
が
死
亡
し

た
時
受
給
者
は
誰
か
。

稍

妻

(A
)
に
は
夫
と
の
間
に
生
ま
れ
た
る

(十
五
歳
)

が
あ
り
家
庭
裁
判
の
審
判
に
よ
り
月
々
二
万
円
を
送
金
し

て
い
る
。

回

妻

(
A
)
と
別
居
後
内
縁

(B
)
と
の
間
に
男
子
(十

歳
)
あ
り
。

答

の

月
々
三
万
円
の
送
金
が
生
計
維
持
の
一
部
で
あ
れ
ば

第
一順
位
は
戸
籍
上
の
妻
(A
)
で
あ
る
。
第
二
順
位

は
A
の
元
に
居
る
子
で
あ
る
。

ー う -

士
、法
が
翫槌
行̂
さ
れ
る
こ
と
に
開
q達
し
て
魚
憊胱糊
鰻尽
し
の
【溝

習
会
を
開
催
す
る
に
至
り
ま
し
た
関
係
上
開
催
地
の

昭和43年12月 1日

問
題
、
そ
り
他
、
ご
不
満
の
点
も
多
々
あ
り
ま
し
た

こ
と
と
は
思
い
ま
ず
が
、
お
叱
り
も
な
く
本
会
の
過

半
数
会
員
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
本
会
始
っ
て
以
来

の
大
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
会
員
の
皆
様

方
の
深
い
ご
理
解
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
主
催

者
と
し
ま
し
て
何
よ
り
の
喜
び
で
あ
り
感
謝
に
堪
え

な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

特
に
本
日
こ
の
閉
講
式
に
は
日
本
行
政
書
士
会
連

合
会
橋
本
会
長
の
ご
来
臨
を
賜
わ
り
本
道
会
員
の
た

め
こ
の
講
習
会
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
対
し
、
非
常
に
有
難
く
心
強
さ
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。

い
よ
い
よ
当
会
は
、
こ
の
行
事
を
も
ち
ま
し
て

｢期
し
て
俊
つ
｣
体
制
が
確
立
い
た
し
ま
し
た
。
あ

北 海 道 行 政 書 士 会 報

施
行
に
つ
き
ま
し
て
の
免
許
申
請
事
務
等
に
つ
い
て

の
取
扱
要
領
は
、
判
明
次
第
速
報
い
た
し
ま
す
。
な

お
ま
た
社
会
保
険
労
務
士
会
或
い
は
協
会
の
創
立
も

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
そ
の
時
点
に
終
い
で
本
会
労
務

部
会
の
存
否
を
決
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
て
当
分
存

続
し
、
こ
れ
ら
諸
問
題
に
対
処
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
講
習
会
に
お
い
て
得
ら
れ
ま
し
た
知
識
を
、

(第42号)

労
働
社
会
保
険
行
政
の
た
め
広
く
活
用
さ
れ
、
立
派

な
社
会
保
険
労
務
士
と
な
り
ま
す
こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
し
て
閉
講
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ず
よ
う
に
と
の
要
請
が
北
海
道
行
政
書
士
会
長
よ
り

あ
り
ま
し
た
の
で
参
上
し
た
次
第
で
す
。
ご
承
知
の

通
り
新
法
に
よ
り
種
々
研
修
の
要
あ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
主
催
者
の
意
の
あ
る
と
こ
ろ
も
充
分
ご

了
解
と
存
じ
ま
す
が
充
分
法
規
の
研
修
に
当
ら
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。



②

内
縁
(B
)
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
は
認
知
が
な
け

れ
ば
受
給
権
は
な
い
o

号

問

の

役
員
三
名
、
従
業
員
二
名
の
有
限
会
社
は
労
災
に
加

鶏

参

ら
れ
る
癪
蓼

険
に加
入
し
ま
て

(

差
支
な
い
か
。

②

一
人
親
方
の
特
別
加
入
に
つ
い
て
人
員
の
制
限
が
あ

　
　

答

の

事
業
の
種
類
、
役
員
の
構
成

(同
族
か
ど
う
か
)
が

判
然
と
し
な
い
が
法
第
三
条
の
適
用
事
業
に
該
当
す
れ

ば
労
働
者
は
差
支
な
い
。

尚
任
意
通
用
の
事
業
の
時
は
任
意
加
入
の
申
請
を
す
れ

報

ば
ょ
い
。
又
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
ば
一
向

差
支
な
い
。

会

②

一
人
親
方
の
特
別
加
入
は
法
第
三
十
四
条
の
十
三
の

土

規
定
に
よ
る
団
体
の
構
成
員
で
あ
っ
て
二
人
以
上
で
構

善
一

戒
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
ろ
し
い
o

政

間

第
三
者
行
為
の
自
動
車
事
故
(業
務
上
)
で
入
院
中
の
労

行

働
者
が
一○
日
で
十
六
万
円
の
医
療
代
の
請
求
を
う
け
今
後

道

も
医
療
代
が
か
か
る
と
思
わ
れ
る
。
第
三
行
為
者
の
自
動
車

に
は
目
脂
保
険
に
加
入
し
て
い
る
の
み
で
上
乗
せ
保
険
が
な

海

い
た
め
五
十
万
円
の
限
度
の
療
養
費
し
か
な
い
。
か
か
る
場

北

合
に
医
療
の
給
付
は
労
災
よ
り
休
業
補
償
費
は
目
賠
ょ
り
う

け
る
取
扱
は
出
来
な
い
か
。

答

労
災
保
険
が
先
行
給
付
し
た
場
合
は
事
実
上
こ
の
よ
う
な

請
求
方
法
は
困
難
で
あ
る
。

問
(A
)
会
社
の
運
転
手
(貨
物
自
動
車
)
が
業
務
中
〔B
)

会
社
の
自
動
車
の
居
眠
り
運
転
に
て
衝
突
さ
れ
入
院
中
死
亡

日

し
た
。
目
賠
保
険
に
よ
っ
て
給
付
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る

月

が
残
さ
れ
た
遺
族
に
葬
祭
料
、
遺
族
補
償
費
等
を
労
災
保
険

年

二
よ
っ
て
給
付
請
求
が
出
来
る
か
。

稗
答

差
支
な
い
。
但
し
目
脂
保
険
で
払
わ
れ
た
保
険
金
額
の
ぅ

昭

)
.J

･
、と
同
ノ
の
内
容
の
分
に
つ
い
て
は
控
除
さ
れ

日

問

A
左
官
事
業
所
で
月
給
者
の
み
に
年
二
回
の
賞
与
を
支
給

月

し
い
る
。
離
職
票
に
記
載
し
て
某
安
定
所
に
提
出
し
た
ら
就

1

業
規
則
等
に
規
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
認
め
ら
ぬ
と
削
除
さ

年3

れ
た
が
な
ぜ
か
。

鞠
答

法
第
四
条
の
賃
金
と
は
名
称
の
如
何
を
問
わ
ず
労
働
の
対

象
と
し
て
支
払
わ
れ
た
総
べ
て
の
も
の
を
云
う
と
あ
り
、
そ

の
定
義
と
し
て
船
事
業
主
が
労
働
者
に
支
払
っ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
。
回
労
働
の
対
象
と
し
て
支
払
っ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
。
困
実
費
弁
償
的
、
及
び
恩
恵
的
で
な
い
こ
と
、
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
従
っ
て
質
問
の
賞
与
は
、
恩
恵
的
で
な
い

報

こ
と
を
立
証
す
る
た
め
に
労
働
協
約
、
就
業
規
則
、
給
与
親

会

定
、
労
働
契
約
等
で
事
業
主
に
法
律
上
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
。
又
慣
習
的
で
あ
る
場
合
も
あ
る
が
数
年
前
よ
り
実

士

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
立
証
出
来
得
る
書
類
が
あ
る
こ
と
が

書

必
要
で
あ
る
o

政

問

炭
曠
離
職
者
が
建
設
業
者
に
雇
用
さ
れ
た
場
合
失
保
取
得

届
は
す
る
も
の
と
思
う
が
如
何
。

一行"
答

御
意
見
の
通
り
で
あ
る
。

道

間

失
業
保
険
金
の
受
給
者
が
自
動
車
学
校
に
免
許
取
得
の
た

海

め
通
学
し
て
い
て
、
実
際
に
職
に
就
い
て
い
な
い
の
に
給
付

北

が
停
止
さ
れ
た
が
な
ぜ
か
o

答

各
種
養
成
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
、
通
所
す
る
日

数
が
少
な
く
ま
た
短
時
間
で
あ
っ
て
も
通
常
働
け
る
状
態
に

な
い
の
で
失
業
の
認
定
は
行
な
わ
な
い
が
安
定
所
長
が
そ
の

養
成
施
設
に
入
所
を
指
導
し
た
場
合
の
み
失
業
の
認
定
を
行

な
う
。
現
在
入
所
指
導
を
行
な
っ
て
い
る
各
種
養
成
施
設
は

自
動
車
教
習
所
だ
け
で
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
の

み
に
限
ら
れ
て
い
る
。

号

1
、
当
該
労
働
市
場
に
お
い
て
運
転
免
許
を
有
す
る
労
働
力

鰍
の
供
給
を
強
姦

し
て
い
る
こ
と
0

2
、
当
該
教
習
所
が
都
道
府
県
の
公
安
委
員
会
の
許
可
を
受

け
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

問

次
の
災
害
は
業
務
上
と
認
定
さ
れ
る
か
。

の

通
勤
途
上
の
災
害

②

休
憩
時
間
中
の
災
害

閉

職
場
内
で
機
械
に
触
れ
た

回

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
負
傷
し
た

国

会
社
主
催
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
中
に
負
傷
し
た

国

労
働
者
に
重
大
な
過
失
が
あ
っ
て
負
傷
し
た

③

他
の
保
険
で
給
付
さ
れ
た
場
合
労
災
保
険
給
付
の
と
き

減
額
さ
れ
る
か
。

答

○

原
則
と
し
て
業
務
外
で
あ
る
。
但
し
送
り
迎
え
を
す

る
を
目
的
と
し
た
会
社
の
バ
ス
に
乗
車
し
て
の
災
害
は

発
生
状
況
よ
り
み
て
業
務
上
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

②

硲

例
え
ば
自
分
勝
手
に
機
械
を
動
し
私
物
品
を
作

る
た
め
で
あ
れ
ば
業
務
外
で
あ
り
、
事
業
主
側
が

機
械
を
止
め
る
の
を
忘
れ
て
い
て
隅
然
触
れ
て
負

傷
し
た
時
は
発
生
状
況
に
よ
り
業
務
上
と
な
る
場

合
が
あ
る
。

回

原
則
と
し
て
業
務
外
で
あ
る
。

国

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
種
類
と
目
的
に
よ
っ
て
異

な
る
が
業
務
外
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

回

施
設
に
欠
陥
が
な
け
れ
ば
業
務
外
で
あ
る
。

③

社
会
保
険
で
給
付
さ
れ
た
場
合
で
こ
れ
が
業
務
上
と

判
然
と
し
た
時
は
全
額
を
返
納
し
改
め
て
労
災
保
険
給

付
の
請
求
を
す
べ
き
で
あ
る
。

問

建
設
業
の
主
任
技
術
者
(名
義
上
で
あ
っ
て
雇
用
の
関
係

は
な
い
)
で
非
常
勤
で
あ
る
が
た
ま
た
ま
現
場
視
察
に
来
た

時
負
傷
し
た
場
合
は
業
務
上
と
な
る
か
。

答

先
ず
建
設
業
法
で
云
う
と
名
義
的
技
術
者
を
設
け
て
登
録

申
請
し
た
と
な
れ
ば
同
法
違
反
で
あ
る
。
従
っ
て
従
属
関
係

が
な
い
か
ら
負
傷
し
て
も
業
務
外
そゞ
の
る
。

間

労
働
者
の
個
人
所
有
の
小
型
ト
ラ
ッ
ク
で
通
勤
し
会
社
の

運
搬
業
務
も
し
て
い
た
。

(ガ
ソ
リ
ン
そ
の
他
自
動
車
に
要

3
感
原
則
と
し
て
当
該
教
習
所
の
養
成
期
間
が
二
カ
月
殿
指

で
あ
り
か
つ
一
日
当
り
の
養
成
時
間
が
平
均
三
時
間
程
度

以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
特
殊
自
動
車
等
で
あ
っ
て
、

当
該
運
転
免
許
を
取
得
す
れ
ば
就
職
す
る
こ
と
が
確
実
に

見
込
め
る
場
合
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

4
、
入
所
指
導
の
対
象
者
が
概
ね
三
十
五
歳
以
上
の
男
子

(倒
産
、
整
理
等
に
よ
り
大
量
に
離
職
者
が
発
生
し
た
場

合
等
特
殊
な
事
情
の
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
そ
の
状
況
に

よ
り
考
慮
し
て
差
支
え
な
い
こ
と
)
で
あ
っ
て
当
該
運
転

免
許
を
取
得
し
た
こ
と
に
よ
り
再
就
職
が
容
易
に
な
る
と

認
め
ら
れ
る
も
の
(例
え
ば
店
員
、
運
搬
員
、
外
交
員
等

を
希
望
す
る
も
の
)
に
限
ら
れ
る
こ
と
。

問

一年
間
船
員
保
険
の
被
保
険
者
が
傷
病
に
て
二
年
間
入
院

し
船
内
作
業
に
就
く
こ
と
を
や
め
陸
の
適
用
事
業
所
に
就
職

三
年
三
ヵ
月
で
失
業
し
た
場
合
被
保
険
者
期
間
は
船
員
保
険

期
間
も
通
算
さ
れ
る
か
。

問

通
算
さ
れ
な
い
。
船
員
保
険
で
通
算
さ
れ
る
の
は
厚
生
年

金
の
み
で
あ
る
。

問

失
保
資
格
取
得
届
に
西
歴
を
記
載
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
が
一
般
官
庁
の
提
出
書
類
は
明
、
大
、
昭
と
な
っ
て
い
る

の
で
紐
意
味
と
思
わ
れ
将
来
改
正
の
要
な
き
や
。

答

被
保
険
者
の
期
間
通
算
制
度
の
実
施
に
伴
い
す
べ
て
の
事

項
を
記
号
化
し
て
労
働
市
場
セ
ン
タ
i
に
送
付
し
、
最
終
的

に
そ
の
者
の
被
保
険
者
歴
を
通
算
す
る
こ
と
と
し
た
為
で
あ

る

(
タ
イ
プ
方
式
を
用
い
て
い
る
)
改
正
は
さ
れ
な
い
。

問

法
第
十
条
第
四
項
に
よ
る
と
試
の
雇
期
間
中
の
者
は
被
保

険
者
か
ら
除
外
さ
れ
る
事
に
な
る
が
但
し
十
四
日
を
超
え
て

引
続
き
同
一
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
場
合
は
こ
の

限
り
で
な
い
と
な
っ
て
い
る
の
で
当
然
被
保
険
者
に
な
る
の

も
の
と
解
し
て
よ
い
か
。
又
一
定
の
条
件
の
具
備
と
は
十
四

日
引
続
き
の
み
で
よ
い
か
。

答

前
段
に
つ
い
て
は
ご
見
解
の
通
り
で
あ
る
。

後
段
に
つ
い
て
は
試
の
雇
用
期
間
中
の
者
と
は
雇
用
さ
れ

子
を
見
る
た
め
エ
ソ
ヂ
ソ
の
前
蓋
を
開
い
た
時
支
え
が
は
ず

れ
て
指
を
負
傷
し
た
と
き
業
務
上
と
な
る
か
。

答

業
務
外
で
あ
る
。

問

建
築
業
者
(A
)
が
鋳
ス
ト
ー
ブ
製
造
業
者
(B
)
の
ス

ト
ー
ブ
型
枠
造
り
の
た
め
労
務
者
を
三
人
派
遣
し
て
い
た
が

そ
の
労
務
者
が
負
傷
し
た
時
保
険
給
付
の
証
明
事
項
は
ど
ち

ら
が
す
べ
き
か
。

答

A
と
B
と
の
間
に
請
負
契
約
の
関
係
が
あ
れ
ば
A

で
あ

る
。B
の
方
で
臨
時
に
雇
入
れ
し
た
も
の
賃
金
も
直
接
労
務
者

に
支
払
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
B
で
あ
る
。

問

一
人
親
方
特
別
加
入
の
事
務
組
合
設
置
す
る
場
合
そ
の
業

種
が
同
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

答

同
一
業
種
ば
か
り
で
な
く
と
も
差
支
な
い
。

例
、
建
築
、
左
官
、
塗
装
な
ど
各
事
業
主
を
主
体
と
し
た

｢建
設
業
協
同
組
合
｣
の
よ
う
に
し
て
も
よ
い
。

尚
一入
親
方
の
特
別
加
入
は
事
務
組
合
の
設
立
は
必
ず
し

も
必
要
で
な
く
業
主
団
体
が
構
成
さ
れ
て
い
れ
ば
そ
れ
で
よ

間

牧
畜
の
事
業
を
行
な
う
事
業
主
に
五
人
以
上
の
労
働
者
を

使
用
し
て
牛
乳
加
工
製
造
に
従
事
し
て
い
る
労
働
者
は
当
然

被
保
険
者
と
な
れ
る
か
。

答

法
人
で
あ
っ
て
そ
の
事
務
所
に
雇
用
さ
れ
る
も
の
は
当
然

適
用
と
な
る
が
そ
の
他
は
任
意
加
入
に
よ
り
適
用
さ
れ
又
製

造
の
事
業
の
み
に
従
事
す
る
労
働
者
に
つ
い
て
は
当
然
適
用

と
な
る
。

問

被
保
険
者
が
一
カ
月
位
で
転
々
と
事
業
所
を
変
え
通
算
し

て
六
ヵ
月
以
上
に
な
る
と
き
被
保
険
者
か
ら
一
カ
月
位
で
も

離
職
票
の
請
求
が
あ
れ
ば
発
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

答

原
則
的
に
ご
見
解
の
と
お
り
雇
用
の
際
短
期
雇
用
が
判
然

と
す
る
が
又
は
そ
の
よ
う
な
見
込
と
判
断
さ
れ
る
と
き
被
保

て
か
ら
一
定
の
期
間

通̂
常
十
四
日
間
)
特
定
の
条
件
が
み

た
さ
れ
直
ち
に
雇
用
関
係
が
発
生
し
た
場
合
を
い
う
。

間

失
保
保
険
料
は
支
払
っ
て
い
る
が
い
ま
だ
資
格
取
得
届
が

遅
れ
て
い
る
場
合
何
カ
月
位
で
遡
及
確
認
で
き
る
か
。

答

原
則
的
に
は
二
年
間
遡
及
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
が
最
低
受
給
資
格
を
み
た
す
期
間
ま
で
遡
及
す
る

こ
と
と
し
て
あ
る
。

取̂
得
届
は
採
用

(最
初
の
就
労
日
)
の
翌
月
の
十
日
ま
で

届
け
る
こ
と
が
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

問

甲
の
建
設
業
者
会
詞
)扱
)
に
四
月
一
日
取
得
し
事
情
に

依
り
八
月
五
日
退
職
し
た
。
八
月
十
五
日
に
乙
の
建
設
事
業

^
(季
)扱
)
に
就
労
し
た
が
取
得
届
は
出
来
る
か
。

答

乙
の
事
業
主
と
の
間
に
四
カ
月
以
上
の
雇
用
期
間
の
契
約

締
結
が
あ
り
且
つ
そ
の
雇
用
期
間
を
み
た
す
だ
け
の
工
事
量

が
あ
る
場
合
は
当
然
被
保
険
者
と
し
取
得
届
は
出
来
る
。

問

○

事
業
内
訓
練
所
に
入
所
し
な
が
ら
稼
働
し
賃
金
を
得

て
い
る
者
は
失
業
保
険
金
の
受
給
が
で
き
る
か
。

②

一
日
の
労
働
時
間
が
六
時
間
以
内
の
短
時
間
の
場
合

被
保
険
者
と
な
れ
る
が
。
又
幾
時
間
以
上
で
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
法
的
根
拠
あ
り
や
。

答

○

事
業
内
訓
練
所
に
入
所
し
て
い
る
も
の
は
雇
用
関
係

が
存
続
し
て
い
る
の
で
失
業
者
と
見
な
さ
れ
な
い
。

②

失
保
保
険
の
取
扱
い
は
次
の
条
件
が
具
備
さ
れ
な
け

れ
ば
被
保
険
者
と
は
し
な
い
。

閉
就
業
規
則
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
回
所
定
の
労
働
日

が
通
常
の
労
琵
者
と
同
様
で
あ
る
。
国
所
定
労
働
時
間

が
原
則
と
し
て
六
時
間
以
上

(所
定
八
時
間
の
四
分
の

三
以
上
)
㈱
常
傭
労
働
者
(本
採
用
)
と
し
て
雇
用
す

る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
。
困
賃
金
月
額
が
九
、
七
五
〇

円
以
上
で
あ
る
。
困
労
働
時
間
賃
金
を
除
く
そ
の
他
の

労
働
条
件
が
通
常
の
労
働
者
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
間

他
の
社
会
保
険
に
被
保
険
者
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る

場
合
。

7
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問

○

弁
護
士
、
税
理
士
、
公
認
会
計
士
、
司
法
書
士
、
行

政
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
等
の
葉
を
営
む
も
の
で
五

号2

人
未
満
の
従
業
員

(事
務
員
)
を
使
用
す
る
と
き
第
八

鵤

条
の
任
意
包
括
被
保
険
者
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
o

②

事
務
組
合
に
加
入
で
き
る
か
。

答

の

失
業
保
険
法
第
八
条
第
一項
の
任
意
加
入
認
可
申
請

を
行
な
い
認
可
を
得
た
場
合
適
用
事
業
主
と
な
る
。

②

事
務
組
合
に
事
務
委
託
が
で
き
る
。

問

被
保
険
者
と
し
て
確
認
さ
れ
た
取
締
役

(労
働
提
供
の
強

い
営
業
部
長
)
が
離
職
し
離
職
票
職
種
の
欄
に
取
締
役
と
記

入
し
た
が
給
付
制
限
を
う
け
た
例
が
あ
る
。
確
認
さ
れ
た
被

保
険
者
で
も
受
給
要
件
に
認
め
ら
れ
ぬ
場
合
が
あ
る
か
。

報

答

被
保
険
者
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
常
勤
役
員
が
非
常
勤

会

に
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
離
職
で
な
く
衷
失
届
を

｢そ
の
他
｣

士

の
理
由
で
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
離
職
票

書

は
交
付
さ
れ
な
い
。

政

役
員
を
辞
任

(商
業
登
記
謄
本
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
)
し

行

そ
の
日
以
後
に
離
職
し
た
場
合
は
労
働
の
意
志
及
び
能
力
が

あ
れ
ば
失
業
の
認
定
を
行
な
う
。

道

間

失
業
保
険
任
意
加
入
認
可
申
請
に
添
付
す
る
書
類
等
を
御

海

教
示
下
さ
い
。

北

答

添
付
す
る
書
類
及
携
行
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

椚

添
付
ー
:
二
分
の
一
以
上
の
同
意
書
、
主
た
る
事
業
所

の
所
在
地
の
略
図
o

回

携
行
!
:
労
働
者
名
簿
、
雇
用
契
約
書
、
賃
金
台
帳
、

出
勤
簿
等
。

尚
こ
の
申
請
は
事
務
組
合
が
事
業
主
に
替
っ
て
行
な
う
こ

日

と
が
で
き
な
い
。

月

間

建
設
業
の
場
合
で
北
海
道
で
は
積
雪
多
量
の
た
め
大
半
の

鮒

被
保
険
者
が
離
職
し
五
人
未
満
と
な
っ
た
と
き
残
り
数
の
過

和

半
数
の
同
意
が
あ
れ
ば
第
六
条
の
当
然
被
保
険
者
と
し
て
扱

昭

わ
れ
る
か
。

の
も
の
が
野
菜
共
五
人
,以
上
に
な

　　　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｣個
人
･I
,･市
町
･…村
長
の
営
業
…証
明

白

書
-

月

5
、
建
設
業
者
-
建
設
業
者
登
録
の
写

6
、
任
意
適
用
の
場
合
右
書
類
の
外
任
意
包
括
被
保
険
者
認

年3

可
申
請
書
(同
意
書
添
付
)
健
康
診
断
書
(従
業
員
全
員
)

踰
尚
社
会
保
険
事
静

に
よ
っ
夜

提
出
書
類
に
多
少
の

差
異
が
あ
る
の
で
前
も
っ
て
相
談
す
る
こ
と
。

問

常
時
五
名
以
上
の
労
働
者
を
使
用
す
る
土
木
建
築
事
業
で

も
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
事
が
あ
る
が
ど
う
い
う
理
由

か
。

答

土
木
建
築
の
事
業
に
あ
っ
て
は
、
常
用
労
務
者
た
る
基
幹

報

要
員
(職
長
、
工
長
、
世
話
役
、
帳
付
指
導
員
、
班
長
)
基

会

幹
要
員
に
準
ず
る
者
(現
場
事
務
所
に
使
用
さ
れ
る
技
術
及

び
事
務
の
職
員
、
タ
イ
ピ
ス
ト
、
守
衛
、
給
仕
、
小
使
、
機

士

械
又
は
自
動
車
の
運
転
手
)
等
が
五
名
以
上
い
る
と
き
の
み

書

当
然
適
用
に
な
り
、
基
幹
要
員
等
が
五
名
未
満
で
土
工
、
大

政

工
等
を
含
め
て
五
名
以
上
で
は
適
用
さ
れ
な
い
o

行

間

行
政
書
±
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
測
量
士
等

道

の
事
務
所
で
五
名
以
上
使
用
し
て
い
る
場
合
強
制
適
用
に
な

る
か
。

海
~
答

強
制
適
用
を
う
け
る
事
業
は
法
第
十
三
条
に
該
当
す
る
事

北

業
又
は
事
務
財
と
な
っ
て
お
り
設
問
の
事
務
財
で
は
法
人
格

の
あ
る
場
合

(測
量
事
務
所
等
)
の
み
強
制
適
用
と
な
る
。

問

植
林
及
び
伐
採
を
業
と
し
て
い
る
が
任
意
包
括
被
保
険
者

と
し
て
認
可
に
な
る
か
。
勤
務
は
お
お
む
ね
四
月
十
一
月
ま

で
で
あ
り
十
二
月
よ
り
三
月
ま
で
は
休
業
同
様
で
あ
る
。

答

強
制
適
用
事
業
以
外
の
事
業
に
あ
っ
て
そ
の
事
業
所
の
従

業
員
の
過
半
数
の
同
意
が
あ
‐っ
た
場
合
認
可
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

粉

し
か
し
全
て
認
可
さ
れ
る
訳
で
は
な
く
次
の
基
準
に
合
致

鰍
す
る
こ
‘
が
必
要
で
あ
る
0

一
、
使
用
関
係
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

二
、
保
険
料
の
納
付
が
確
実
に
行
な
わ
れ
る
見
込
が
明
ら
か

な
い
と
判
断
し
た
時
は
｢擬
制
的
任
意
適
用
事
業
主
｣
と
云

う
こ
と
に
な
り
そ
の
手
続
き
を
す
れ
ば
た
り
る
。
又
一
時
的

に
五
人
未
満
と
な
っ
た
が
短
期
間
の
中
に
五
人
以
上
に
な
る

見
込
み
の
場
合
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
差
支
え
な
い
。

問

法
第
八
条
の
任
意
加
入
認
可
申
請
を
し
た
が
認
可
に
な
ら

な
い
と
き
異
議
の
申
立
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

答

道
庁
内
労
働
部
失
業
保
険
審
査
官
に
口
答
又
は
書
面
で
申

出
れ
ば
よ
い
。
但
し
季
節
性
の
あ
る
事
業
所
及
び
被
保
険
者

の
移
動
の
激
し
い
業
種
(所
謂
る
季
節
的
労
務
者
)
は
除
か

れ
て
い
る
の
で
念
の
た
め
由
添
え
る
。

問

就
職
支
度
金
は
ど
う
い
う
と
き
に
支
給
さ
れ
る
か
。
又
そ

の
手
続
き
に
つ
い
て
。

答

受
給
資
格
者
が
法
第
十
九
条
の
待
期
期
間
及
び
第
二
十
二

条
第
一項
の
給
付
制
限
期
間
が
経
過
し
た
後
に
就
職
し
そ
の

前
日
ま
で
の
支
給
残
日
数
が
所
定
給
付
日
数
の
二
分
の
一
以

上
で
あ
る
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
。
但
し
保
険
金
の
支
給

残
日
数
が
当
該
就
職
の
日
か
ら
受
給
期
間
満
了
の
日
ま
で
の

日
数
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
就
職
の
日
か
ら
受
給
期
間
満

了
の
日
ま
で
の
日
数
が
所
定
給
付
日
数
の
二
分
の
一
以
上
あ

る
こ
と
が
支
給
要
件
と
さ
れ
る
。

支
給
残
日
数
二
分
の
一以
上
、

三
分
の
二
未
満
の
と
き

三
分
の
二
以
上

の
と
き

三
〇
自
分

五
〇
日
分

同

三

一
豊

と

日

就
職
支
度
金
支
給
申
請
書
の
提
出
は
就
職
す
る
に
至
っ
た

日
か
ら
一
カ
月
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
雇
用
期
間
が
｢著
し
く
短
い
場
合
｣

(概
ね
四
カ
月

以
内
)
及
安
定
所
に
於
て
支
給
決
定
の
際
に
離
職
し
て
い
る

等
の
場
合
は
支
給
さ
れ
な
い
。

問

現
物
給
与
に
つ
い
て
の
告
示
番
号
年
月
日
を
御
教
示
あ
り

た
い
。

答

昭
四
三
、
五
、
三
一
、
北
海
道
公
報
第
一
〇
六
〇
八
号
に

よ
り
次
の
と
お
り
定
め
ら
れ
て
い
る
。

し
品
数
事
サ
カ
月
三
･
五ゞ
四
〇
円
テ
ー
人
｣一目
に
っ
き
暸
副げ}

追認
勘考
{三
嚇ゞ
す
ノさ
、
な
んな
こ
て熱
さ
~さ三
富
/当モ
アべや
き
ふき
羸
弱許諾ぬき~

〆越野
警
ら
一言
ヰ
ご
樗
き
N
ぞ
でコ
シ
観
賞
軍
き

き

珍
事
"
熊
を
常･

一軍
三消
化や決
さ
ぞ
珂
滝
書
法
ニ
ミ
セ
さ
き
廣
澤
を
謡
蒔
き
べ蚤
ペン罠
むき
ぢ小内
壽朝
各室
言

礬
あ
る
こ
と
。

-

ひ
&

三
、
逆
選
択
の
お
そ
れ
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
、
そ
の
事
業
所
に
お
け
る
従
業
員
の
異
動
率
が
著
し
く
高

い
こ
と
。
そ
の
他
都
道
府
県
知
事
が
健
康
保
険
の
運
営
に

著
し
く
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も

の
に
つ
い
て
は
認
可
さ
れ
な
い
。

以
上
の
と
お
り
で
あ
り
、
設
問
の
場
合
も
季
節
的
に
採

用
、
解
雇
を
繰
り
返
す
の
で
あ
‐れ
ば
四
に
該
当
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

問

任
意
加
入
が
認
可
に
な
っ
た
場
合
の
被
保
険
者
資
格
取
得

日
は
い
つ
か
。

答

知
事
が
認
可
し
た
日
を
以
て
資
格
取
得
日
と
な
る
。

問

集
金
を
業
務
と
す
る
事
業
所
が
家
庭
の
主
婦
を
毎
月
十
日

間
前
後
継
続
的
に
請
負
制
に
よ
っ
て
雇
用
し
、
こ
の
実
績
が

[ニ
ニ
カ
月
以
上
継
続
し
、
尚
引
続
き
継
続
雇
用
の
状
態
で
あ

る
。
報
酬
は
月
額
六
千
円
乃
至
七
千
円
で
あ
る
が
こ
の
者
は

被
保
険
者
と
な
る
か
。

答

健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
な
る
に
は
適
用
事
業
所
に
勤
務

し
、
法
第
十
三
条
ノ
ニ
に
該
当
し
な
い
場
合
で
あ
る
が
、
設

問
の
ご
と
く
月
十
門
前
後
の
請
負
制
に
よ
る
雇
用
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
法
に
い
う
使
用
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
な
い

の
で
被
保
険
者
と
な
ら
な
い
。

問

内
縁
の
妻
は
被
扶
養
者
と
な
る
か
。

答

そ
の
者
が
無
職
、
無
収
入
で
実
質
的
に
扶
養
関
係
に
あ
れ

ば
被
扶
養
者
と
な
る
o

間

有
限
会
社
の
社
長
及
び
そ
の
同
居
襲
族
で
あ
る
従
業
員
は

そ
れ
ぞ
れ
被
保
険
者
と
な
る
か
。

答

健
康
保
険
で
は
社
長
で
あ
っ
て
も
又
そ
の
家
族
労
働
者
で

あ
‐っ
て
も
実
質
的
に
会
社
と
使
用
関
係
の
あ
る
者
は
被
保
険

者
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問

ー
、
資
格
取
得
日
が
月
末
で
あ
っ
て
も
一
カ
月
分
の
保
険

料
が
徴
収
さ
れ
、
離
職
日
が
月
末
日
の
場
合
資
格
喪
失

日
は
翌
月
一
目
と
な
る
為
翌
月
分
の
保
険
料
も
徴
収
さ

八
円

(朝
二
八
円
、
昼
四
〇
円
、
夕
五
〇
円
)

2
、
住
宅
、
宿
舎
住
込
の
場
合
一
カ
月
市
部
四
七
〇
円
、
郡

部
二
六
〇
円

3
、
そ
の
他

一
カ
月
市
部
四
、
七
七
〇
円
、
郡
部
二
、
九

四
〇
円

問

建
設
事
業
の
労
務
者
が
冬
季
間
職
業
訓
練
所
(事
業
内
訓

練
所
)
に
入
所
し
て
期
間
は
通
年
雇
用
と
し
て
看
徴
し
通
年

雇
用
奨
励
金
は
交
付
さ
れ
る
か
。

答

雇
用
関
係
が
継
続
し
て
お
り
且
つ
冬
期
を
通
じ
て
工
事

(実
習
)
が
あ
る
場
合
は
一
応
通
年
雇
用
奨
励
金
の
対
象
労

働
者
と
し
て
取
扱
っ
て
お
る
。

(本
年
度
の
経
過
措
置
と
し

て
〕但
し
一事
業
所
三
名
以
上
の
対
象
労
働
者
が
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

問

住
宅
の
現
物
給
与
で
事
業
主
が
家
主
に
家
賃
と
し
て
月
一

万
円
支
払
っ
た
場
合
は
市
部
四
、
七
七
〇
円
と
し
て
賃
金
計

算
し
保
険
料
を
徴
す
れ
ば
よ
い
か
。

答

ご
見
解
の
通
り
で
あ
る
。

(管
轄
安
定
所
長
に
そ
の
旨
申
請
し
て
行
な
う
こ
と
と
し
て

い
る
J

間

法
人
の
取
締
役
で
労
働
の
提
供
が
強
い
と
し
て
被
保
険
者

に
確
認
さ
れ
た
者
(運
転
手
)
に
対
し
報
酬
役
付
手
当
二
万

円
、
運
転
手
給
料
と
し
て
五
万
円
、
計
七
万
円
支
給
の
場
合

保
険
料
徴
収
の
計
算
は
運
転
手
給
料
の
分
五
万
円
で
よ
い
と

思
う
が
如
何
。

答

ご
見
解
の
と
お
り
。

一
健
康
保
険
法
関
係
一

問

適
用
事
業
所
に
な
る
為
の
提
出
書
類
を
教
示
願
い
た
い
。

答

初
め
て
健
康
保
険
に
加
入
す
る
為
に
作
成
、
提
出
す
る
書

類
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ー
、
新
規
適
用
事
業
所
届

2
、
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
被
扶
養
者
届

れ
て
不
公
平
だ
。

2
、
資
格
取
得
日
或
い
は
離
職
日
が
月
の
中
途
で
あ
る
為

月
給
を
曰
割
計
算
で
支
給
し
た
場
合
の
保
険
料
は
そ
の

支
払
っ
た
給
与
額
に
対
す
る
等
級
か
。

答

ー
、
保
険
料
は
資
格
取
得
月
が
一
日
で
も
一
カ
月
分
徴
収

さ
れ
る
が
資
格
喪
失
月
は
徴
収
し
な
い
。
設
問
の
ご
と

く
月
末
日
に
退
職
し
た
場
合
は
退
職
し
た
自
分
は
徴
収

し
、
喪
失
月

(翌
月
)
分
は
徴
収
し
な
い
。
月
の
中
途

で
退
職
し
た
場
合
も
そ
の
月
は
喪
失
月
で
あ
る
か
ら
徴

収
し
な
い
。

2
、
健
康
保
険
料
は
支
払
っ
た
給
与
額
に
対
し
て
で
は
な

く
決
定
さ
れ
て
あ
る
標
準
報
酬
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
為

取
得
自
分
給
与
を
日
割
で
支
給
し
て
も
そ
の
月
は
標
準

報
酬
に
よ
っ
て
算
出
す
る
。

間

傷
病
手
当
金
、
療
養
費
等
の
請
求
に
期
限
は
な
い
か
。

答

傷
病
手
当
金
、
出
産
手
当
金
等
は
労
務
に
服
さ
な
か
っ
た

日
毎
に
そ
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
間
で
時
効
に
よ
り
請

求
権
は
消
滅
し
、
療
養
費
、
移
送
費
、
看
護
費
等
は
そ
の
費

用
を
支
払
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
間
で
時
効
成

立
す
る
。

問

資
格
喪
失
後
に
お
い
て
埋
葬
料
又
は
埋
葬
費
の
支
給
を
う

け
ら
れ
る
の
は
ど
う
い
う
場
合
か
。

答

被
保
険
者
の
資
格
喪
失
後
に
お
い
て
も
埋
葬
料
や
埋
葬
費

の
支
給
を
う
け
ら
れ
る
の
は
次
の
条
件
の
一
に
該
当
し
た
場

合
で
あ
る
。

一
、
資
格
喪
失
の
日
よ
り
三
月
以
内
に
死
亡
し
た
と
き
。

二
、
資
格
喪
失
後
の
継
続
療
養
を
う
け
て
い
た
者
が
死
亡
し

た
と
き
。
又
は
そ
の
給
付
を
う
け
る
必
要
が
な
く
な
っ
た

日
(治
ゆ
等
に
よ
り
)
か
ら
三
月
以
内
に
死
亡
し
た
と
き
。

三
･
継
続
療
養
を
う
け
て
い
た
者
が
そ
の
期
間
満
了
の
日
か

ら
三
月
以
内
に
死
亡
し
寿
と
き
o

間

埋
葬
料
と
埋
葬
費
と
の
違
い
を
説
明
さ
れ
た
い
。

答

埋
葬
料
と
は
、
被
保
険
者
又
は
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
が

×̂〕
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死
亡
し
た
場
合
に
、
被
保
険
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て

い
た
も
の
で
埋
葬
を
行
な
う
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の

獨
で
あ
り
そ
の
額
は
標

準
報
酬
月
頬
に
相
当
ず
る
頒
、
即
ち

斜

報
酬
月
額
二
万
円
で
あ
れ
ば
･
二
万
円
支
給
さ
れ
る
の
で
あ

る
。埋
葬
費
と
は
、
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
際
生
計
を
維
持
さ

れ
埋
葬
を
行
な
う
も
の
が
い
な
い
場
合
に
、
親
族
、
友
人
、

又
は
廃
人
が
葬
儀
を
行
な
っ
た
場
合
に
そ
の
者
に
支
給
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
鎖
は
標
準
報
酬
月
額
を
限
度
と
し
て

の
実
費
を
支
給
す
る
。

問

法
人
の
代
表
者
が
業
務
上
負
傷
し
た
場
合
、
労
災
保
険
の

報
が

給
付
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
の
で
健
康
保
険
に
よ
る
給
付
を

う
け
ら
れ
る
か
。

会

答

現
行
法
上
い
か
な
る
場
合
で
も
業
務
上
の
死
傷
病
で
は
給

士

付
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。

書

間

間
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
者
が
(脱

政

退
届
は
未
届
)
適
用
事
業
所
に
勤
務
し
た
為
資
格
取
得
届
を

行

提
出
し
た
が
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
な
い
う
ち
に
疾
病
に

か
か
っ
た
場
合
、
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
証
で
治
療
を
う

道

け
る
こ
と
が
出
来
る
か
o

海
"
答

健
康
保
険
の
適
用
事
業
所
に
勤
務
し
、
資
格
取
得
届
を
堤

北

出
し
た
の
で
あ
れ
ば
資
格
取
得
日
の
前
日
を
も
っ
て
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
で
は
な
く
な
る
の
で
、
こ
の
保
険
証
で

は
治
療
ほ
う
け
ら
れ
な
い
。

健
康
保
険
被
保
険
者
証
未
交
付
の
場
合
は
放
り
敢
え
ず
現

金
で
治
療
を
う
け
後
日
療
養
費
支
給
申
請
書
に
よ
り
請
求
し

給
付
を
う
け
る
と
よ
い
。

日

間

交
通
事
故
に
よ
る
被
害
者
は
健
康
保
険
に
よ
る
療
養
給
付

月

を
う
け
ら
れ
る
か
。

鑓
答

健
康
保
険
で
は
交
通
事
故
に
よ
る
負
傷
の
場
合
で
も
治
穰

繍
は
う
け
ら
れ
る
o
但
し
法
第
六
メ
条
･
第
六
案

に
該
当
す

詔

r

る

合
は
給
付
制
眼
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
又
治
療
を
う
け

帥

‘

夫
と
妻
は
同
等
の
状
態
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
、
妻
は
夫
の
受

月

け
る
年
金
の
加
給
年
金
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

靴

法
的
に
い
う
と
褻
は
夫
に
よ
り
生
計
を
縦
博
す
る
も
の
と

3

は
い
え
な
い
。

鰍
し
か
し
実

に
他
の
相
当
の
収
入
そ

り
妻
以
上
の
生
活

能
力
が
あ
る
と
き
は
必
ず
し
も
前
記
の
と
お
り
と
は
い
え
な

い
。

問

共
済
年
金
を
う
け
て
い
る
妻
で
あ
っ
て
も
厚
生
年
金
の
加

給
年
金
を
受
け
ら
れ
る
か
。

答

前
間
の
回
答
に
準
ず
る
。

“報

問

夫
婦
共
に
老
齢
年
金
を
う
け
て
い
る
場
合
、
夫
が
死
亡
し

た
と
き
遺
族
年
金
の
受
給
権
は
あ
る
か
。

姶

答

双
方
共
老
齢
年
金
受
翰

者
で
あ
そ
證

し
た
場

圭
日

が
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
妻
が
遺
族
年
金
の
受
給
権
を

政

取
得
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
o

行
~

た
だ
し
、
そ
の
妻
が
社
会
通
念
と
異
な
り
老
齢
年
金
の
は

道

か
に
多
額
の
収
入
が
夫
の
死
亡
前
か
ら
あ
り
た
ま
う
な
場
合

は
生
計
維
持
関
係
は
な
い
と
み
な
さ
れ
る
。

海

間

町
役
場
に
三
十
年
勤
務
し
て
い
た
者
が
老
齢
年
金
を
受
給

し
し.]

し
て
い
る
が
、
そ
の
後
民
間
会
社
に
勤
務
し
二
年
間
被
保
険

者
と
し
て
保
険
を
掛
け
た
。
こ
の
場
合
三
十
三
年
勤
続
と
し

て
年
金
が
変
更
さ
れ
な
い
か
。

答

厚
生
年
金
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
期
間

(民
間
会
社
に
勤

務
し
た
期
間
)
が
そ
の
勤
続
二
年
と
一
致
す
る
の
で
あ
れ
ば

通
算
老
齢
年
金
の
支
給
を
受
け
ら
れ
る
。
通
算
老
齢
年
金

(退
職
)
は
、
各
公
約
年
金
制
度
ご
と
の
支
給
で
あ
っ
て
、

合
算
さ
れ
た
年
金
と
は
な
ら
な
い
。

秒

間

老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る
も
の
が
再
就
職
し
た
が
以
前

鰍
よ
り
標
準
報
酬
が
低
く
な
っ
た
o
従
っ
て
平
均
標
準
報
酬
月

額
が
以
前
よ
り
も
低
下
す
る
こ
と
は
な
い
か
。
こ
の
場
合
最

後
に
裁
定
さ
れ
た
年
金
縦
が
従
来
支
給
を
う
け
た
年
金
額
よ

を
所
轄
社
会
保
険
事
務
所
へ
提
出
す
る
こ
と
。

問

療
養
の
給
付
期
間
は
同
一傷
病
に
つ
い
て
資
格
を
喪
失
し

て
い
る
場
合
は
五
年
間
と
あ
る
が
、
治
ゆ
し
、
そ
の
後
再
発

し
た
場
合
の
期
間
計
算
は
ど
う
な
る
か
。

答

一
旦
治
ゆ
し
た
の
で
あ
れ
ば
そ
の
後
同
一
傷
病
に
か
か
っ

て
も
給
付
の
対
象
に
な
ら
な
い
。

問

健
康
保
険
の
給
付
を
受
け
る
権
利
は
相
続
の
対
象
と
な
る

か
。
な
る
と
す
れ
ば
相
続
人
が
数
人
あ
る
場
合
分
割
請
求
す

る
こ
と
に
な
る
か
。
相
続
人
の
一
人
が
請
求
す
る
か
。

答

健
康
保
険
に
よ
る
給
付
の
う
ち
療
養
の
給
付
以
外
は
相
続

で
き
る
。
相
続
人
が
数
人
あ
る
場
合
相
続
人
の
一
人
が
請
求

す
る
こ
と
に
な
る
。

▲

問

健
康
保
険
組
合
は
、
認
可
し
な
い
方
針
と
き
い
て
い
る
が

ど
う
か
。

答

認
可
基
準
に
合
致
す
る
も
の
は
認
可
さ
れ
て
い
る
。

問

健
康
保
険
な
ど
の
取
扱
い
遼
遠
集
は
市
販
さ
れ
て
い
る

か
。

答

書
名
｢社
会
保
険
法
規
総
覧
｣

編

集

厚
生
省
保
険
局
･年
金
局
･社
会
保
険
庁

発
行
者

中
央
法
規
出
版
株
式
会
社

東
京
都
港
区
西
新
橋
三
丁
目
二
四

一
日
雇
労
働
者
健
康
保
険
法

-

問

土
木
建
築
等
に
従
事
す
る
労
働
者
に
つ
い
て
六
カ
月
以
上

の
雇
用
契
約
期
間
を
定
め
て
雇
用
し
て
い
る
が
こ
の
為
艫
康

保
険
の
被
保
険
者
と
し
て
資
格
取
得
す
る
様
社
会
保
険
事
務

所
よ
り
指
示
が
あ
っ
た
。
こ
の
為
保
険
料
負
担
増
と
な
り
非

常
に
困
惑
し
て
い
る
が
日
雇
健
康
保
険
に
な
ら
な
い
か
。

答

土
木
建
築
等
の
事
業
に
つ
い
て
は
基
幹
要
員
、
基
幹
要
員

に
準
ず
る
者
及
び
そ
の
他
の
労
務
者
に
区
分
し
て
健
康
保

険
、
厚
生
年
金
保
険
、
日
雇
健
康
の
取
扱
を
し
て
い
る
。

基
幹
要
員
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者
に
つ
い
て
は
当
然
健
保

･輝
回
る
｣と
は
な
い
か
o

そ
の
よ
う
な
事
は
な
い
。

老
齢
年
金
の
額
の
計
算
例

　　
　
　　　　
　

　
　

　　
　
　
　
　
　
　

　　

　　
　
　
　
　
　

第
三
種
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間
の
な
い
場
合
、
上
記
の

｢被
保
険
者
で
あ
っ
た
全
期
間
の
月
数
｣
と

｢被
保
険
者
の

期
間
の
自
裁
｣
は
同
じ
月
数
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
を

数
式
で
省
略
す
る
と
｢被
保
険
者
で
あ
っ
た
全
期
間
の
標
準

報
酬
月
額
の
総
計
額
｣
に
百
分
の
一
を
乗
じ
た
も
の
が
報
酬

比
例
部
分
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
さ
ら
に
被
保

険
者
と
な
る
と
、
そ
の
後
の
自
救
と
各
自
の
標
準
報
酬
月
額

を
乗
じ
た
額
が
総
計
額
に
加
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
す

な
わ
ち
報
酬
比
例
額
が
そ
れ
だ
け
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
二
四
〇
月
以
上
で
あ
れ
ば
三
六
〇
月
に
達
す
る
ま
で
は

定
額
部
分
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

問

法
第
十
四
条
の
任
意
包
括
被
保
険
者
の
認
可
を
申
請
し
た

が
認
可
に
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
場
合
法
第
八
十
条
の
審
査

請
求
を
で
き
る
か
。

答

法
第
八
十
条
の
不
服
申
立
は
被
保
険
者
の
資
格
、
標
準
報

酬
又
は
給
付
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
不
服
あ
る
と
き
の
申

立
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
間
の
場
合
は
、
被
保

険
者
の
資
格
に
関
す
る
処
分
の
範
囲
外
で
、
事
業
所
適
用
に

関
す
る
処
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査
会
に

審
査
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
行
政
不
服
審
査

法
に
よ
る
審
査
請
求
又
は
異
議
申
し
立
て
は
で
き
る
o
こ
の

場
合
、
不
認
可
処
分
が
あ
れ
ば
直
近
上
級
庁
に
対
し
審
査
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
不
作
為
の
(処
分
の
な
い
)
場
合

は
、
当
該
行
政
庁
又
は
直
近
上
級
庁
に
対
し
て
異
議
申
し
立

て
す
る
こ
と
に
な
る
。

扱
と
な
る
。
も
し
問
題
あ
れ
ば
道
、
民
生
部
保
険
課
に
苦
情

と
し
て
そ
の
回
答
を
求
め
ら
れ
た
ら
よ
い
。
そ
れ
で
も
解
決

し
な
い
と
き
は
直
接
、
被
保
険
者
か
ら
社
会
保
険
審
査
官
に

審
査
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
事
業
主
か
ら
保
険
料

の
徴
収
に
関
す
る
処
分
に
不
服
あ
る
者
と
し
て
、
社
会
保
険

審
査
会
に
直
接
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

問

日
雇
健
康
保
険
被
保
険
者
手
帳
の
交
付
を
う
け
る
前
に
発

病
し
現
金
で
治
療
を
う
け
た
場
合
、
療
養
費
の
支
給
を
申
請

で
き
る
か
。

答

発
病
受
診
前
に
受
給
資
格
の
確
認
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
が
、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
る
と
認
め

ら
れ
る
と
き
は
支
給
さ
れ
る
。

要
す
る
に
そ
の
事
由
が
全
く
被
保
険
者
の
責
に
帰
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
前
記
の
事
由
あ
り
と
認
め
ら

れ
る
。

正
当
な
手
続
き
に
よ
っ
て
も
受
給
資
格
の
な
い
場
合
に
お

い
て
法
第
十
七
条
の
四
第
一項
に
該
当
す
る
と
き
は
特
別
療

養
費
が
支
給
さ
れ
る
。

- 10 -

問

厚
生
年
金
関
係
に
要
す
る
生
計
維
持
等
の
証
明
は
民
生
委

員
の
証
明
で
も
よ
い
か
。

答

身
分
関
係
の
証
明
は
市
町
村
長
の
証
明
又
は
戸
籍
の
謄

本
、
抄
本
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
生
計
維
持
関
係
の
証
明

は
市
町
村
長
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
は
、
法
律

は
も
と
よ
り
、
規
則
に
も
明
文
は
な
い
の
で
地
区
民
生
委
員

で
も
差
支
え
な
い
し
、
在
職
死
亡
な
ど
の
場
合
は
勤
務
事
務

所
の
社
会
保
険
委
員
で
も
差
支
え
な
い
。

問

夫
婦
共
に
老
齢
年
金
を
う
け
る
資
格
の
あ
る
場
合
、
妻
に

対
す
る
加
給
年
金
は
夫
の
分
に
加
算
さ
れ
る
か
。

妻
も
老
齢
年
金
を
う
け
ら
れ
る
の
で
加
給
年
金
は
支
給
さ

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

◎
社
会
保
険
労
務
士
界

購
読
推
せ
ん
の
言
葉

北
海
道
行
政
書
士
会

会

長

波

、

労
務
部
会
長

藤

　

　

　

山

利

夫

悠
々
年
末
に
な
り
ま
し
た
が
貴
台
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
段
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
多
年
、
労
務
管
理
と
社
会
保
険
の
専
門
週
刊
誌
を
発

行
し
て
き
ま
し
た
株
式
会
社
ケ
イ
エ
イ

(社
会
保
険
労
務
研
究

会
)
で
、
こ
の
た
び
の
社
会
保
険
労
務
士
法
の
成
立
を
機
に
、

月
刊

｢社
会
保
険
労
務
士
界
｣
を
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。

同
誌
は
、
社
会
･
労
働
保
険
諸
法
令
の
解
説
を
は
じ
め
実
務

研
究
･
実
務
講
座
･
ニ
ュ
ー
ス
解
説
･
実
例
研
究
･
通
牒
通
達

な
ど
本
法
の
施
行
に
伴
う
総
合
的
な
実
務
指
導
書
と
し
て
た
い

へ
ん
参
考
に
な
る
内
容
が
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。
将
来
の
編
集

抱
負
な
ど
本
誌
の
企
図
す
る
と
こ
ろ
も
又
非
常
に
雄
大
か
つ
真

剣
で
あ
り
、
か
な
り
充
実
し
た
誌
面
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
十
月
号
か
ら
は
、
労
働
･
厚
生
両
省

の
各
専
門
担
当
官
執
筆
に
よ
る
社
会
保
険
労
務
士
の
｢模
擬
試

験
問
題
｣
が
連
載
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
同
誌
独
自
の
企
画
に

よ
る
も
の
で
他
に
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
い
て
は
、
会
員
諸
先
生
方
に
ぜ
ひ
ご
購
読
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
ご
推
せ
ん
す
る
し
だ
い
で
す
。

な
お
本
誌
の
購
読
申
込
は
先
に
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
申
込

書
を
切
り
取
っ
て
株
式
会
社
ケ
イ
エ
イ
ま
で
、
年
間
購
読
料
を

添
え
て

(現
金
書
留
で
も
可
)
申
込
み
下
さ
い
。

◎
社
会
保
険
労
務
士
模
擬
試
験
問
題
集
に
つ
い
て

今
般
陽
の
目
を
み
た
社
会
保
険
労
務
士
法
の
目
指
す
と
こ
ろ

は
、社
会
福
祉
政
策
の
円
満
な
運
び
を
期
す
も
の
で
あ
り
、今
や

資
本
主
義
が
ら
ん
熟
す
る
に
及
ん
で
、
経
済
的
弱
者
の
保
護
を

r
-‐

、““
‐‐“-“-‐、.-

““-
‘“
.･““.-“-‐-
“
′“--‘

℃

･

--

テ

ー
な

さ
り
≧
、

ご
i
テ

ラ

.き
:
ネ
三
滝

賞ゞ
腐~き

　　
　
　
　

　

　
　
　　
　
　
　
　
　

　

　
　
　

　　　　
　　

　
　　
　



は
か
る
労
働
社
会
保
険
制
度
の
必
要
性
は
重
大
か
つ
不
可
欠
と

な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
情
勢
の
下
、
斬
新
な
企
画
で

鰐
出
版
さ
れ
た
社
会
保
険
労
務
士
模
擬
試
験
問
題
は
･
単
な
る
受

第

験
者
用
テ
キ
ス
ト
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
に
社
会
、
労
働
保
険
実

務
に
擬
っ
て
い
る
先
生
方
に
と
っ
て
も
、
実
力
の
‐判
定
に
、
或

い
は
さ
ら
に
飛
躍
を
期
し
て
の
実
力
養
成
に
幅
広
い
利
用
価
値

が
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
本
書
を
通
し
て
、
立
派
な
社
会
保

険
労
務
士
が
誕
生
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
本
会
労
務
部
会
で

本
書
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
必
読
せ
ら
れ
る
よ
う
希
望
し

て
止
み
ま
せ
ん
。

社
会
保
険
労
務
士
模
擬
試
験
問
題
集

潔
…

定
価

五
o
o
円
、
送
料
七
〇
円

令
-

註
文
先

札
幌
市
大
通
西
六
丁
目
6

　
　
書

優
良
図
書
あ
っ
せ
ん

メ政

一
、
労
働
法
令
関
係
様
式
記
載
例
簗

符
"

定
価

五
0
0
円

満
~

送
料

八
五
円

海
円

-
、
労
働
基
準
法
の
手
続

ヒ

定
価

三
五
〇
円

送
料

六
五
円

註
文
先

札
幌
市
大
通
西
六
丁
日
六

北
海
道
行
政
書
士
会
労
務
部
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編

集

後

記

て

昭
和
43
年
ゆ
月
盤
日
よ
り
ゆ
月
鋭
目
ま
で
の
4
自
問
に
亘

る
社
会
保
険
労
務
士
関
係
諸
法
令
講
習
は
札
幌
市
北
4
条
西

6
丁
目
北
海
道
自
治
会
館
ア
カ
シ
ヤ
の
大
広
間
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。

全
道
各
地
よ
り
本
会
会
員
過
半
数
の
受
講
会
員
を
大
広
間

に
立
錐
の
余
地
な
く
収
容
し
本
会
初
ま
っ
て
以
来
の
大
講
習

会
、
労
働
法
令
に
関
す
る
質
疑
応
答
も
活
発
に
行
な
わ
れ
受

講
会
員
の
熱
心
な
態
度
は
大
講
習
会
に
ふ
さ
わ
し
く
、
か
つ

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
長
橋
本
雅
晴
先
生
の
ご
臨
席
を
得

て
一
段
と
花
を
添
え
る
。
こ
こ
に
労
働
諸
法
令
に
関
す
る
質

疑
応
答
を
集
録
し
ま
し
た
の
で
ご
参
考
に
な
る
貴
重
な
資
料

と
存
じ
ま
す
。

二
、
社
会
保
険
労
務
士
法
の
施
行
令
も
悠
々
12
月
2
日
に
公
布

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
会
に
都
合
に
よ
っ
て
受
講
出
来
な
か
っ
た
方

は
資
格
取
得
の
期
限
内

(施
行
令
公
布
の
日
よ
り
一
ヵ
年
以

内
に
主
務
大
臣
の
免
許
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
)
に

労
働
法
令
に
関
す
る
講
習
を
受
け
立
派
な
社
会
保
険
労
務
士

と
な
ら
れ
る
よ
う
希
望
し
ま
す
。
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